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自己指導能力の育成・自己存在感を感じる活動の充実 谷

自己指導能力の育成
「適切な言葉や行動を、自ら
考え、判断し実行することが
できた」と回答する生徒を
90％以上とする。

・「自分で考え判断して、適切な言動（生活チェックリストの内容）をと
ることができたか」について、肯定的な評価をした生徒は92.1%であっ
た。

A

◎自己存在感を感じる活動の
充実
「自分の役割を果たすこと
で、集団（学級、学年、学
校、地域）に貢献できた」と
回答する生徒を90%以上とす
る。

・「自分の役割を果たす中で、皆のためになったと感じるにことができま
したか」について、肯定的な評価をした生徒は87.6%であった。 B

具体的方策 具体的方策の取組状況 年間評価

生活チェックリストを活用
し、日頃の言葉や行動を振り
返る場を設ける。

　生活チェックリストを活用して、学級委員が日々の生活目標をクラスに
伝えるよう促すことができた。肯定的な評価をした教員は78.6％だった。 B

「自己指導能力の育成」に関して
・今後もチェック項目を再検討し、より効果的なものとなるように洗練していく。
・学級委員が生活目標の提示と振り返りを行うことを、教員側に再度周知徹底するとともに、より効果的な活
用方法について検討していく。
「自己存在感を感じる活動の充実」に関して
・委員会活動について、生徒たちが「皆のためになった」と実感できる活動となるようサポートしていく。
・様々な活動において、普段から率先してリーダーなどを務める生徒以外にも、活躍の機会を提供できるよう
なあり方を検討していく。

生徒会活動や学校行事等を通
して、全生徒に役割を与え
る。

　学校祭でのクラス別企画や、学年レクリエーションなどで、実行委員を
有志で募る機会を例年より多く設けることができた。 A

総括

「自己指導能力の育成」という目標は概ね達成することができた。
○生活チェックリストの項目を精選し、生徒たちが日々の言動や態度を振り返り改善につなげることができ
た。
○生活チェックリストの項目を、日々の生活目標と結びつけることで、生徒たちが適切な言動や態度を意識す
る機会を増やすことができた。

「自己存在感を感じる活動の充実」という目標は概ね達成することができた。
○学校祭や校外研修などで、生徒たちが企画・運営の段階から活動に参画する機会を多く設け、より生徒主体
の活動になるよう働きかけることができた。
○委員会活動では、学校をより良くするためのアイデアを考え、実行していくよう働きかけることができた。
△様々な活動において実行委員やリーダーを募集し活躍の機会を多く設けたが、決まった生徒が立候補するこ
とが多かった。

改善策


